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中海本庄工区における植物プランクトンの

　　　　　　種類組成と現存量の季節変化
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Abs娩cむWestud1edseasona1changes1nspec1escompos1t1onandabundanceofphytop1anktonat

Ho㎎ou班eaofthebrackishLakeN北au㎜缶omNovember1996toDecember1998Samp1es　were
monthユy　co11ected丘oms1x　stu－d．y　s1tes　Phytop1a皿kton1dent1f1edmthepresent　stud－ywere26taxa1n

tota1，12ofBac111anophyceae，f1ve　ofCh1orophyceae，four　ofD1nophyceae，thエee　ofCyanophyceae，

one　ofCWptophyceae　and　one　ofEug1enophyceae　Thephytop1ankton　commun1ty　ofHo呵o　area

wasmam1ycomposedofbrackishspec1es　or　spec1es　ofmnerbay，wh1chwere　s1m1班tothose　atthe

centra1pa血ofLakeNakaum〃orocθ伽舳舳朋舳㎜andCツc1o刎αspp　domnated1nHo呵ou

area．R㎜加カ舳舳b1oomed　in　Apri11997，May　and　December1998．CツoZo¢θ〃o　spp．b1oomed－in

October1997Freshwater　spec1es　ofgreen　andb1ue－green　a1gae　were　veryrarethroughoutthis　stu1dy，

andspec1esnumberofthemwas1essthanthatmthecentra1partofLakeNakaum

Keyw⑪r幽：brac㎞shLakeNakaum　Ho呵oarea，phytop1枇onタseasona1change，spec1escompos1t1on

and　abundance

は　　じ　め　に

　中海は，汽水湖として国内第2位の面積を有す富栄

養湖である．日本海，境水道を通じて流入する海水と

宍道湖，大橋川を通じて流入する塩分の低い湖水の

両方の影響を受け，中海の表層水はおおよそ15－20％。

の塩分を含んでいる（相崎・秋葉，1998）。中海の西

側に位置する本庄工区は，大根島，江島と人工的に造

られた堤防によって中海本体から仕切られており，

中海とは西部承水路堤防の一部を通じて水の交換が

あるだけの閉鎖性の強い水域となっている（相崎・秋

葉，1998）．

　1996年に島根県が本庄工区の干拓再開を表明して

以来，本庄工区の利用形態について議論が続いてい

るが，本庄工区内の水質や生物相に関する研究は少

ないのが現状である．汽水域研究グループは，本庄工
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区の干拓に伴う環境影響評価を生物の多様性の保全

の観点から行うため，生物相や水質の総合調査を

1996年度より実施し，約1年の調査結果からその概要

を報告している（國井ほか，1998）．その後も同グルー

プによりその継続調査が行われ，我々はその一環と

して，本庄工区における植物プランクトンの種類組

成及び現存量の調査を，1996年11月から1998年12

月まで実施した．本稿では同時に行った中海湖心の

結果と比較しながら，本庄工区の特徴を述べる．

調査地点及び方法
　植物プランクトンの調査は，1996年11月から1998

年12月まで毎月1回の頻度で行った．調査地点は1997

年10月までは，本庄工区湖心のSt．24（水深約9m），

西部承水路のSt．26（水深約3m），中海湖心のSt．4（水

深約6．8m）の計3地点であったが，1997年11月から

は，潮通しパイプ設置予定地点の北部承水路側St27

（水深約4m），本庄工区側S亡28（水深約4m），西部

N

牛　　　　　　　Japan　Sea
　　　　　　8

Honjoarea

　　　　　　　、、a，es軸i　j総、竈・帖

MihoBay

承水路近くのS仁29（水深約6m）が追加され，計6地

点となった（図1）。潮通しパイプは北部承水路堤に

1998年4月に設置され，1999年2月に撤去された．試

料は，各定点において水深1mより北原式採水器を用

いて200m1ずつ採取された．植物プランクトンの垂直

分布を調べるために，本庄工区湖心において，水深

O．5m，4m，7mより200m1ずつ採水を行なった．1997

年11月までは試料を生のまま研究室に持ち帰り，こ

の水試料を孔径045μmのミリポアーフイルターで濾’

過し，その表面に集積した植物プランクトンをかき集

め，100倍濃縮試料を作製した．1997年12月からは，

現地で試水をグルタルアルデヒド濃度が約1％になる

ように固定した後，同様の処理を行い濃縮試料を得

た．濃縮試料を均一になるように良く撹幹し，その一

部を微分干渉顕微鏡で観察し種類の同定を行った。そ

の後，出現種の量を非常に多い（CC），多い（C），普

通（十），少ない（r），非常に少ない（rr）の5段階の

相対頻度に区分した。本稿中では相対頻度がCCまた

はCとなった種類を優占種とした。本庄工区および中

海において調査期間を通じて5回以上出現し，しかも

優占種となった〃0rOCθ鮒舳舳棚閉舳，秋θ肋0〃舳α

co舳舳とCツcZo刎α属に関しては，トーマの血球計

算盤を用いて細胞数を3回計測し，その平均値より細

胞密度を算出した．

結果および考察

1。植物プランクトンの種類組成の特徴

　今回の調査で，本庄工区湖心（St．24）からは26種

類，中海湖心（S亡4）からは41種類の植物プランク

トンが出現した（表1）。ただし，ここでいう種類には

属単位でまとめられたものも含まれている。本庄工区

t2

盗　良
St24戸

　　　㌧

　　　　　　St29　　　　　〆　　　　　　　　Da1kon　Is1and，
　　St26

　　　　　　　　　　　ム

　　　　　　　　　　　O　　1　　2km

図1．本庄工区および中海における植物プランクト

ンの採集定点．

F1g1Map　show1ng　samp1mg　s1tes　ofphytop1ankton　at

Ho叩o肛ea　andLake　Nakaum

表1．本庄工区湖心（S仁24）及び中海湖心（Sし4）に

おける植物プランクトンの種類構成．

Tab1e1Spec1es　compos1t1on．ofphytop1ankton　at　the

centra1parts　of　Ho功o　area（St．24）and－Lake　Nakaumi

（St4）．

分類群（Taxa）

本庄工区湖心　　　　中海湖心

　St．24　　　　　　　　　　St．4

藍深類（Cyanophyceae）　　　　　　　　　　　3

クリプト藻類（Cワptophyceae）　　　　　　　1

渦鞭毛藻類（Dinophyceae）　　　　　　　　　　4

珪藻類（Bac11lanophyceae）　　　　　　　　　　12

縁虫頚（Eug1enophyceae）　　　　　　　　　　　1

緑藻類（Ch1orophyceae）　　　　　　　　　　　5

計（Tota1）　　　　　　　　　　　　　26

8

2

7

13

1

10

41
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図2．本庄工区にみられた植物プランクトンの優占種および普通種

F1g2Do㎜㎝t㎝dco㎜onspec1esofPhytop1㎞ton缶omHo呵o趾eaAProγoc6舳刎〃〃伽〃〃榊，B跳θ1伽θ舳
c08伽肋閉，C：C08c加o”∫c〃3sp．，D：〃θo此勿肋κ加μZα8ゴω，E：A並θれoη6〃αg1αo加1ね，F：Cy伽かo肋θco　clo∫姥ガ〃㎜．

Sca1ebars1Oμmfora11ig皿es

では珪藻が12種類と最も多く，ついで緑藻が5種類，

渦鞭毛藻が4種類であった．本庄工区湖心および中海

湖心における植物プランクトンの出現種およびその相

対頻度の季節変化をそれぞれ表2，3に示した．本庄

工区湖心において調査期間中に相対頻度がCまたはCC

となった種類は渦鞭毛藻の〃o．oCθ脈舳㎜加加舳（図

2A）と珪藻のCツcZoτθ〃αspP．であった（表2）．計26回

の調査のうち，本庄工区で5回以上出現した種類は，

これら2種以外では珪藻の腕1θ伽ε㎜αco伽伽閉（図

2B）とCoκ加o励8ω∫sp．（図2C）の2種類のみであっ

た。緑藻の相対頻度は全てrrまたはrであり，種類と

しては0ocγ∫舳sp．，〃o〃orolρ〃〃〃㎜co耐orτ〃㎜，

8cθηθ伽舳3spP．などが希に見られる程度であった．

藍藻の相対頻度はrr，rまたは十であり，λ功伽00榊α

sp．，8Wcんooツ∫眺sp．，A〃α肋θ〃αsp．の3種類が偶発的

に見られたに過ぎなかった。

　本庄工区で優占したP．榊加舳㎜はこの調査期間中，

中海でも優占種となった（表3）．本種は1974年頃か

ら中海で優占し，しばしば赤潮を形成したことが報

告されている（伊達，1990；大谷，1997）．今回の調

fig061101.pdf
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Table 2. Seasonal changes in species composition and relative abundance of phytoplankton at the central part of 

Honjo area (St. 24). 

~~¥;#~~ (Taxa) 

~~~~~: (Cyanophyceae) 

Aphanocapsa delicatissima 

Aphanocapsa sp. 
c f Cyanogranis ferruginea 

Synechocystis sp. (3 um) 

cf Synechcystis (<1 um) 

Microcystjs aeruginosa 

Coe[osphaerium kuetzingianum 

Merismopedia sp. 

Anabaena sp. 
i7 tJ 7f h-~~=-･,'~i~~(Cryptophyceae) 

cf Clyptomonas 

cf Chroomonas 
~~~~s~~i~(Dino ph yceae) 

Prorocentmm mirumum 
Prorocentrum triestinum 

Prorocentrum micans 

Dinophysis sp. 

Oxyphysis oxytoxoides 

Cera tium furca 

Pro toperidium spp. 

l~~~~~~:(Bacillariophyceae) 

Melosira sp. 

Cyc!oteHa spp. 

Coscinodiscus sp. 

Actinoptycus sp. 
Th al as siosira ten era 

Thalassiosira sp. 

Minidiscus comicus 

Skeletonema costatum 

Chaetoceros sp. 
Chaetoceros sp. (~~~~~7k~!) 

Ditylum sp. 

Astertonella glacialis 

Neodelphineis pelagic a 

Thlassionem a nitzschioides 

Cylindoro theca clos terium 

Nitzschlsa sp 

~~~~1~:(Euglenophyceae) 
Eutriptiella s p . 

~~~~~~~:(Chlorophyceae) 

cf Tetraselmis 

Chlamydomonas sp 
Oocystis sp. 

cf Amphikrikos nanus 

Monoraphidium circinale 

Monoraphidium contortum 

Scenedesmus acutus 

Scenedesm us armatus 

Scenedesm us costato-gran ulatus 

Scenedesmus sp 
J~(D~~(Others) 

Ebria sp. 

Mesodinium sp. 
Paulinella o valis 

~~~~:(Filamentous fungus) 
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Table 3 . Seasonal changes in species composition and relative abundance of phytoplankton at the central part of Lake 

Nakaumi (St. 4). 

3~¥~~~ (Taxa) 

~~~ ~~~: (C yanophyceae) 

Aphanocapsa delicatissima 

Aphanocapsa sp 
c f Cyanogranis ferrugmea 

Synechocystis sp. (3 um) 

cf Synechcystis (<1 um) 

Microcystis aeruginosa 

Coelos ph aerium kue tzingian um 

Merismopedia sp 

Anabaena sp 
17 IJ 7f h ~~･~~'~*(Cryptophyceae) 

cf Cryptomonas 

c f Chroomonas 
S~~:s~~~･~-~*~*(Dinoph yceae) 

Prorocentrum minim um 

Prorocentrum triestinum 

Prorocentrum micans 

Dinophysis sp. 

Oxyphysis oxytoxoides 

Ceratium furca 

Pro toperidium s pp. 

l~~i~~:(Bacillariophyceae) 

Melosira sp. 

Cyclotella spp. 

Coscinodiscus sp. 

Actinoptycus sp. 

Thalassiosira tenera 

Thalassiosira s p . 

Minidiscus comicus 

Skeletonema costatum 

Chaetoceros sp. 
Chaetoceros sp. (;+~~7~~~) 

Ditylum sp. 
Astertonella glacialis 

Neodelphineis pelagica 

Thlassionem a nitzschioides 

Cyljndoro theca clostenum 

Nitzschisa sp. 

~i~~~:~:(Euglenophyceae) 

Eutriptiella s p. 

~~~i~~~(Chloro ph yceae) 

c f Tetraselmis 

Chlamydomonas sp. 
Oocystis sp. 

cf Amphikrikos nanus 

Monoraphidium circinale 

Monoraphidium contonrum 

Scenedesm us acutus 

Scenedesmus arm a tus 

Scenedesm us costato-gran ulatus 

Scenedesmus sp 
~(D~~(Others) 

Ebrta sp. 

Mesodinium sp. 
Paulinella ovalis 

~;~~~~1(Filamentous fungus) 

Detritus 
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表4．本庄工区湖心（St．24）及び中海湖心（St．4）に

おける植物プランクトンの種類組成の比較．

Tab1e4　Compar1son　of　phytop1ankton　commumty

between　the　centra1pa1血s　ofHo呵o　area（St24）a皿d　Lake

Nakaumi（St．4）．

表5．本庄工区および中海の調査地点間における植

物プランクトンの種類組成の比較．

Tab1e5Compansonofphytop1汕onco㎜um榊ong
stu．dy　s1tes　atHo呵o　area　and　Lalke　Nakaum

　　　　　　　　Otbr1997　　　　　　　　　0ctober1998

　　　　　本庄工区　中海
分類群（Taxa）　　　　　（St．24）（St．4）　　　　　　分類群（Taxa）

藍嚢頚（Cyanopl1yceae）

ハρh　　　　ρ　　de〃　t

ハρわ　　ρ　sp

cfCy　g　’s危mg1鵬a
∫〃εcわocyst1s　sp、（3um）

cf3〃ec加γst1s（〈lum）

腕r㏄yS脆a舳g肪0Sa
Coe’　ρわ　　umκ鵬tzmg1帥um

〃　　　　　　ρθd’a　sp

A　b　　sp
クリプト藻（Cワptophyceae）

cfCαρt

cf　Ch

渦鰻毛藻頚（Dimp11yceae）

ρrOrOCeηtruη1η切η1muπ一

Pr　　　　trum　t〃εStm阯m

PrOrOCentrun1『n1CanS

Cθ帽tωm勉rca

ρ　tρ　　d－uπ1　spP

01noρ灼ys店　sp．

0棚ρhys后0xγ亡0x0’des

瑳霧1≡萎裏（Baci■一ahophyceae）

〃elos畑sp．

Cydotε〃a　spP．

Cosc加od1εcus　spP、

ハctmoρtycus　sp

，…1……嚢奏夏（Baci■1ariop－1yceae）

τha’　　　　　tenera

乃al　　　sp
ル1㎞1dゐCuS　C0π’1CuS

5kε’t　　　　　　COStaturn

Cわt　　　sp
Ch　t　　　sp（汽水型）
’〕たyωη一　sP．

ハSte㎡0ηε〃∂gねCね”S

刀halas’oηε〃一a川tzs　h　　∂

～　　d仁わ　　’sρε1ag’ca

Cy”　d　　　th　　　clostenum

＾〃tzschjsa　sp．

録虫類（Eug1enophyceae）

εUtけρt1ε〃∂　sp．

録…嚢類（CI1lorOphyceae）

cf　T1etrasε’n1お

C〃∂mydom㎝船sp．
0ocys亡1s　sp．

cfハmρ舳欣os脂㎜s
〃　　　　ρh　dum　Cπαηaた

M　　　　ρh’dlu　　　　t吋um

∫c　　　d　　　us　acutus

5Ce爬deSmuS　amaωS

∫COS蹴0Ψa㎜’a亡uS

∫　d　us　sp

本庄工区　中海

（St．24）　（St．4）

分類群（Taxa） St．26　St．29St．24　St．28St．27　St．4　　　　St．26　St．29　St．24　St．28　St．27　St．4

ルabae胴sp．
M1CrOCySt1S∂θ肌’9加0Sa

ρ　　　　t　umm’川mum

ρ　　　　　　t　un1tnestmuη1

Cyclote伯atomu5

Cosc加odlscu5　sp．

Tha’aSS10S斤a　teηera

∫kel　t　　　　　costatuπ，

01以’uη1　sp．

んte㎡㎝e〃∂g’∂da〃S

〃　　d佃〃ηe’5ρeねg’Ca

Cy〃d飾　c’os亡㎝um
M　　　　ρ肋dωmαrcma’e
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査では860吻伽㎜は本庄工区では優占種になることは

なかったが，中海では優占種となり，以前の調査でも

中海の優占種として報告されている（伊達，1990；大

谷，1997）。

　本庄工区の植物プランクトンの最高の出現種数は

1998年10月の11種類であった。この時は優占種は出

現せず，珪藻ルo∂ψ〃ηθ帥θ108たα（図2D）が相対頻

度で十，その他の種類はrまたはrrであった．一方，

1998年5月は出現種が1種と最も少なく，次いで少な

いのは1997年4月の2種であった．これら出現種数

の少ない月はいずれも，R加加舳榊が大増殖し，その

細胞数がそれぞれ3．9×106ce11s几，7．1×106ce11s几に

達していた。同様の傾向は中海でも認められており，

p伽〃〃伽〃zが14×107ce11s／1となった1997年2月，

8．3×106ce11s几となった1997年3月には本種しか出

現していない．

　本庄工区湖心と中海湖心に出現した種類のリスト

を表4に示した．本庄工区を特徴づける種類はなく，

ほとんど中海と共通している種類であった。
〃泌α舳sp．と肋Z03かαsp．が本庄工区からのみ出現

しているが，これらの出現回数は1回であり，それら

の相対頻度はいずれも皿であった。近藤（1990）は中

海における植物プランクトン群集の種構成と種々の

水質環境を調査し，種組成は水深1mの塩分濃度とよ

く対応していたことを報告している。相崎・秋葉

（1998）は1997年4月から11月の本庄工区の表層水

の塩分は約10～20％。，國井ほか（1998）は．1996年

単位Cellsxl05／1

9月から1997年9月の本庄工区湖心（St．24）におけ

る水深1mの塩分は9．2～20．3％。と報告している．こ

のように本庄工区の塩分は中海とほぼ同じ変動範囲

にあることから，本庄工区の植物プランクトン群集

は中海湖心と同様に汽水から内湾に分布する種類を

中心とした種構成になったことが推察される．

　中海に出現し，本庄工区に出現しなかった種類とし

ては，藍藻の洲ぴocy蜘α舳8卿08α，CoθZo功αθη舳

肋吻〃81α伽㎜，肋〃∫㎜卯肋spや緑藻の〃o〃oW肋肋㎜

cかc加α1θなどである．これらの種は中海より塩分の低

い宍道湖で優占種または普通種として出現するが，

中海主湖盆では現存量が減少することが報告されて

いる（0htakeθ〃．1980．1981；近藤，1990；大谷，

1997）。伊達（1988）は藍藻の〃．αθ閉8加08αは室内実

験で塩素濃度が1000～1500mg刈を越えると増殖が著

しく抑えられ，宍道湖で本種が発生した年は塩分濃

度が例年より低く経過した年であることを報告して

いる．また，秋山（1982）は宍道湖，中海水系では塩

素濃度が2500～3000mg几で淡水種がほとんど姿を消

し，内湾型の藻類フロラに変わることを報告してい

る．これらのことから中海西部に分布する淡水性の

藻類は宍道湖，大橋川を通じて流入したものと考え

られる．先に述べたように本庄工区の塩分は約10～

20％。の範囲であり，本庄工区の塩分では淡水性の種

類が増殖することは困難である．清家ほか（1999）は

本庄工区では降水量と塩分の変動は必ずしも対応せ

ず，塩分の変動幅は中海に比べ小さく，これらの傾向

は本庄水域の閉鎖性の強さを反映していると述べて

いる．本庄工区には大きな流入河川がないことや清

家ほか（1999）が指摘するように閉鎖性が強いことな

どから，淡水性の藍藻や緑藻の出現種数が中海に比

べて少ないと考えられる。
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表6本庄工区湖心における植物プランクトンの垂

直分布．

Tab1e6Vert1ca1d1str1but1on　of　phytop1ankton　at　the

centra1pa血ofHo呵o　aエea（st24）

Apri11998　　　　　　　0ctober1998

分類群（Taxa）　　　　　0．5m　4m　7m 0．5m　4m　　7m

cf　C狗r00π，0η∂s

Pr0”0Ceηtrum　m’〃π’u1η

所o亡oρe〃d一川Ulm　　sp

Cンdote〃∂　spP■

刀halaSS’0S’r∂teηera

∫keletoηeη1a　cost∂亡um

D吻仙msp。
ハSterわ冊〃aglada佑

く’ε0de佃わ加e店ρelagた∂

τha伯5sloηema川亡zsc伽o’des

Amρh此けkOSηaηuS

ハ4esod1η心π，　sp．

Pau〃ηe〃∂0、！a〃8

Detritus

　　　　　　　　r　　　　r　　　　■
31．7　　9　　　19　　　　　　　　r　　　　＿　　　　＿

　　　　　　　n．　　　一　　　　一
『　　　1↑　　　r『　　　　　　　　rr　　　‘　　　rr

　　　　　　　　－　　　　n’　　　一

　　　　　　　　r　　　　r　　　　r

　　　　　　　　r　　　　－　　　　r
　　　　　　　47，3　33，3　15．3
　　　　　　　　r　　　　r　　　　r

　　　　　　　rr　　　－　　　n．
　　rr　　　rr　　　　　　　　一　　　　一　　　　一

　　　　　　　rr　　　　一　　　　一
rr　　　　　　rr　　　　　　rr　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

rrn．rr　　rrC
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図3本庄工区湖心（St24）におけるクロロフィルα

量および透明度の季節変化　矢印は優占種を示す

F1g3Seasona1changesmc㎜orophy11αεmdtransparency

atthe　centerofHo呵o　aエea（St24）血omNovember1996

toDecember1998Amwsshow1ngdomna皿tspec1es

単位Cel1sx105／1

2。植物プランクトンの出現種および現存量の調査

地点間の比較

　植物プランクトンの種類組成と現存量を1997年10

月，1998年10月の試料を用いて6つの調査地点間で

比較した（表5）．1997年10月，1998年10月ともに

出現種およびその相対頻度は本庄工区内（St．24，28，

29）と西部承水路（St．26）とでは互いに類似してい

た．しかし，中海湖心（St4）はその他の調査地点と

優占種の相対頻度が異なる場合が認められた．1997

年10月の本庄工区内の優占種は珪藻Cyc1o胞〃α砿o㎜〃∫

であったが，中海湖心の優占種は珪藻鮒θ1θ伽舳α

c08鮒舳であった．一方，1998年10月は出現種類や

現存量は全地点類似しており，顕著な差は認められ

なかった。北部承水路（S仁27）は出現種が本庄工区

内に似る場合や中海湖心に似る場合などがあり，明

瞭な出現傾向は見られなかった。これらの傾向はこ

こに示した月以外の調査でも同様であった．相崎。

秋葉（1998）は本庄工区内は強い塩分躍層が発達して

いないことから水域内の水質が均一になりやすく，本

庄工区各地点での水質の違いは少なく，よく混合し

た状態であったと報告している．水質の場合と同様

の理由から，植物プランクトンの種類組成にも3つの

地点問で大きな差が認められなかったと考えられる．

3。植物プランクトンの垂直分布

　本庄工区湖心において各層採水を行い，垂直分布

を調べた（表6）1998年4月は遊泳可能な渦鞭毛藻

のPr0γ0Cθ鮒舳舳棚閉舳が優占した。本種は表層にお

いて最も高い細胞密度（3．2X106ce11s／1）であった

が，水深7m（1．9×106ce11s／1）のほうが水深4m（9

X1O・ce11s／1）よりも多い結果であった。種類組成は
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図4．中海湖心（St4）におけるクロロフィルo量お

よび透明度の季節変化矢印は優占種を示す

F1g4Seasona1cha皿gesmch1orophyuαmd－transparency

at　the　center　ofLake　Nakaum（St24）缶om　November

1996to　December1998Arrows　showmg　dommant

species．

ε

いずれの水深も類似していた。1998年10月の種類組

成は水深1．5mで1O種類，4mで5種類，7mで6種類

と表層で最も多くの種類が認められが，表層にのみ

出現した種類の相対頻度はrまたはrrであった。1998

年10月は，運動性のない浮遊珪藻類A晩γ1o〃θ〃α

8Zαo肋3の細胞密度は水深O．5mでは4．7×106ce11s八，

4mでは3．3×106ce11s／1，7mでは1．5×106ce11s八で

あった。本庄工区は塩分躍層が発達しにくいことが

報告されており（相崎。秋葉，1998；清家ほか1999），

そのため上下の混合がおこりやすく表層と底層で種

類組成の違いや細胞密度に際だった違ジが認めらな

かったと考えられる．

4、植物プランクトンの優占種及びクロロフィル量

の季節変化

　本庄工区湖心におけるクロロフイルα量は，検出限

界の2μ9以下～26．5μ9八の範囲で，調査期問中にその

ピークは3回認められた（図3）．1997年4月と1998
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表7本庄工区湖心（St24），北部承水路堤外側（St27）

及び北部承水路堤（St．28）における植物プランクト

ンの季節変化（5回以上出現した4種について）
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図5．本庄工区および中海の優占種の細胞密度の季

即変化

F1g　5　Seasona1changes1n　ce11dens1t1es　of　the　donunant

spec1es　at　the　centra1parts　of　Honjo　area　and　Lake

Nakaumi．A：〃orocθ〃舳榊〃加閉〃閉，B：跳θZθチoη舳o＝

c08勉肋〃z，C：CyoZo姥〃αspP．

年の10月から12月の極大は渦鞭毛藻〃o．ooθ鮒舳

〃z洲1η舳の増殖によるもので1998年10月は珪藻
Cγoloτθ〃α砿o舳∫を主とするCツcZo〃θ〃α属の種類による

ものであった．このように10月の優占種は1997年と

1998年で異なっていた．中海湖心ではクロロフイルα

量は，検出限界の2μ9／1以下～273μ9几の範囲で，調査

期間中にそのピークは3回認められた（図4）。中海の

表層と水深1mのクロロフィルα量を比較すると，

100μ9／1を越えた1996年12月と1997年2月には互い

に大きく異なっていたが，その他の調査ではほぼ同

様の値を示した．1997年2月と1998年11月のピーク

はR閉加加z舳によるもので1997年10月は肋肋oη舳α

C0伽伽㎜によるものであった．このように中海湖心で

も秋期に見られた優占種は調査年によって異なって

いた．

　本庄工区および中海において調査期問を通じて5回

以上出現し，しかも優占種となったのはR〃加舳閉，

ユco吻伽榊と0ツc1o〃θ〃α属のみであった。Cツo1o刎α属

は細胞が10μm以下のサイズで数種類が出現するた

め，種類別に細胞数を計測することが困難であり，

CγoZo胞〃α属としてまとめて計測した．これらの種類

および属の細胞密度の季節変動を図5に示した．

　R榊加加〃㎜の増殖ピークは本庄工区と中海で1月程

度のずれが生じることがあるが，その時期は7～9月

の水温の高い時期を除く11月～5月であった（図5A）。

Oh趾e伽1（1981）も同様に本種が中海で7～8月を

除く時期に出現する傾向を述べており，今回の結果

とよく一致する．本種が2．O×106ce11s／1以上の密度

を保った期間が，1997年は中海湖心では1月から4月

の4ヶ月間だったのに対し，本庄工区は4月の1ヶ月

聞であった。しかし，1998年はどちらも5月に小さい

ピークが見られたに過ぎない。工oo∫倣舳は1997年

は本庄工区では小さなピークが7月に，中海では10月

に大きいピークが認められた（図5B）．Cツc1oτθ〃α属

の明瞭な増殖ピークは1997年10月に本庄工区でのみ

認められたが，それ以外の季節では優占種となるこ

とは無かった（図5C）。今回，中海ではCycloτθ〃α属

が優占することがなかったが，近年では神谷（1995）

が，中海湖心においてR榊加加舳が4月に優占した

後に，Cツcloτθ〃α属が5月，6月に優占したことを報告

している．
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